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一般社団法人日本 FID バスケットボール連盟 



2019 年度事業報告 

 

１．総括 

    今年度も多岐にわたる事業展開が実施出来たことは、連盟理事、委員を始め、多くの ID バスケ

ットボールに携わる関係者や、我々の活動に賛同して頂いている企業、団体、個人の皆様方からの

心温まるご支援の賜物と深く感謝を申し上げる次第である。 

    国内で実施した強化育成事業については毎回精力的に取り組み、男女の日本代表チームの組

織力向上並びに個人スキルの向上を目的とし、また育成の全国ブロック選抜合宿も若年層の人材

発掘及びファンダメンタルの習得をテーマとして実施した。結果として今年度の活動は非常に満足の

いく内容であったと感じており、来年度以降、更なる向上を目指して継続していく所存である。 

    国際大会派遣については、10 月にオーストラリアで開催された Inas Global Games では男女

の代表チームを派遣する準備を進めていたが、参加費の問題が浮上し、結果、女子代表チームの

みの派遣となった。女子の競技は 3 人制であるが、大会では見事優勝し、ID クラスの団体競技で

初の金メダルを獲得し、素晴らしい結果を残した。快挙達成に多くの人々と喜びを分かち合った。 

    海外遠征は全国ブロック選抜合宿で選考したメンバーを韓国に派遣する予定でいたが、新型コロ

ナウィルスの影響により派遣を中止した。 

    夏に開催した FID ジャパン・チャンピオンシップ大会では男女併せ 36 チームが出場し、今年度も

非常に盛況であった。真のクラブチーム日本一を決める大会として、また正味 1 日半しか時間の確

保が出来ない中でのタイムスケジュール等、依然と課題は残る。現在連盟内に於いても多くの議論

をしているが、来年度以降、運営形態の変更が出来るように検討している。 

    現在、スポーツ庁より組織のガバナンスについて多々指導が入り、我々も組織内の見直しに時間

を費やしている。法人格を取得し 3 年が経過する中、新たな取り決めの中で組織の基盤安定、財

源の確保、人材育成、各地方連盟への支援等、難題山済みであるが、連盟役員各自がリーダー

シップを発揮し、この難局を乗り切りたい。 

 

  【強化育成事業】 

    連盟の主軸事業である強化育成事業については新たなものは含めず、通年通り事業を実施した。

男女の日本代表チームは前年度の継続とし、年度初めに掲げたチーム強化の目的を更に高いレベ

ルで追及した。男子については速い展開のバスケットボール並びに個人スキルの向上をテーマとし、オ

フェンスはペイントアタックすることにより次の展開が生まれてくることが選手自身が身体で理解し始め、

また仲間とのタイミングもようやく確立出来るようになった。ディフェンスはいくつか課題が残るが、個人

の特性を活かしつつ、組織としての機能を上げることは表現でき始めてきた。後は幾つか攻撃的なデ

ィフェンスを準備するため、すべての整理が必要となってくる。女子については 3 人制の競技にいち早

く取り組み、各合宿でも積極的に取り入れた。競技としての特性、ルールの理解等、体得することは

多々あったが、コーチを始め、選手が努力をした。Global Games の派遣直前に、3×3 のプロ選

手を招聘し直接指導を仰いだ。非常に貴重な経験であり、競技の特性を理解しつつ進行したこと



が選手にとっては理解しやすかったと感じている。今後は追われる立場となり、オーストラリアとは僅差

での勝利だったため、今後も積極的に取り組んでいく所存である。全国ブロック選抜合宿は 6 月、

12 月の 2 回実施をしたが、将来的に有望な選手も存在し、強化と連携しながら継続していきたい。

身体能力が高い選手も存在するが、バスケットボールの経験が浅いため、ファンダメンタルの重要性

を正確に理解させつつ、時間を掛けて育成し、各ブロックとの連携強化を更に進めていく所存にある。 

このように強化育成に関しては順調に事業が進められているが、タイトなスケジュールの中、準備

から選考、報告までスタッフの労力は膨大なものであり、このあたりも組織として今後整理していく必

要がある。 

 

  【大会主催事業】 

連盟主催事業である毎夏に開催しているジャパン・チャンピオンシップバスケットボール大会である

が、今年度は 24 回目を迎え全国から 36 チームが出場し、大変盛況であった。男子を A・B ブロッ

クに分け、チャンピオンシップとフレンドリーの試合運営となった。今年度も会場側の都合により、2 会

場分散での開催となったが、前年度の課題、反省がクリア出来なかった。連盟内で大会の在り方を

継続審議しているが、来年度は第 25 回を迎える記念大会となり、新たな形の大会を目指す方向

で進めている。 

 

  【その他】 

スポーツ庁から各中央競技団体へガバナンスの整備が求められる中、今年度も連盟役員が数回

の説明会議に出席し、それを持ち帰り、理事会でも検討しながら組織改革の見直しを図っている。

非常にチェック項目が多い中、出来ることから優先的に実施していくが、組織基盤の安定化、2020

年東京パラリンピックが終了した後の財源確保、若い人材の投与並びに育成、各地方連盟への支

援等、取り組む事柄が非常に多い。今後も ID バスケットボールの発展に少しでも寄与していくため

努力を惜しまず進めていく所存にある。 

    今年度も特別支援学校、障がい者団体に属する生徒、選手を対象にクリニックを実施した。講

師に代表選手を起用し、非常に貴重な経験を積んだ。一線を終えた選手を対象に、選手のバスケ

ットボールに関するセカンドキャリアも視野に、どのように ID バスケットボールに関わっていけるか等、今

後検討していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．事業実績 

 ２－１ 実績一覧 

 

 

２－２強化育成事業 

   １）事業名：2019 年度 FID 男子日本代表チーム第 1 次強化合宿 

            2019 年度 FID 女子日本代表チーム第 1 次強化合宿 

   ２）実施日：2019 年 4 月 30 日（火）～5 月 3 日（祝金） 

   ３）会 場：東京都立王子特別支援学校・東京都立北特別支援学校 

             東京都障害者総合スポーツセンター 

   ４）参加人数：コーチ・スタッフ 23 名、男子選手 11 名、女子選手 12 名／計 46 名 

   ５）参加者一覧 

  

 



 

 

 

 

 

 

   ６）事業名：2019 年度第 1 回全国ブロック選抜合宿 

   ７）実施日：2019 年 6 月 29 日（土）～6 月 30 日（日） 

   ８）会 場：東京都立王子特別支援学校・東京都立北特別支援学校 

   ９）参加人数：コーチ・スタッフ 21 名、男子選手 18 名、女子選手 4 名／計 43 名 

    

※練習サポートとして現代表の佐川美奈、角田マサコ、子安みお、坂本七海、白井愛美、白川原飛鳥、鈴木美和、青栁 唯が参加 

 

 

 

 

 

 

 

   １０）事業名：2019 年度 FID 男子日本代表チーム第２次強化合宿 

             2019 年度 FID 女子日本代表チーム第 2 次強化合宿 

   １１）実施日：2019 年７月 12 日（金）～7 月 15 日（祝月） 

   １２）会 場：株式会社デンソー安城製作所健保体育館 

   １３）参加人数：コーチ・スタッフ 18 名 選手 26 名 

 

 



  

   

 

 

 

 

 

 

 １４）事業名：2019 年度 FID 男子日本代表育成チーム第 3 次強化合宿 

   １５）実施日：2019 年 12 月 28 日（土）～12 月 30 日（月） 

   １６）会 場：神奈川県立横浜緑ヶ丘高校体育館  

   １７）参加人数：コーチ・スタッフ 16 名 選手 13 名 

  

 

 

 

 

 

 



   １８）事業名：2019 年度第 2 回全国ブロック選抜合宿 

   １９）実施日：2019 年 12 月 28 日（土）～12 月 30 日（月） 

   ２０）会 場：神奈川県立横浜緑ヶ丘高校体育館 

   ２１）参加人数：コーチ・スタッフ 11 名 選手 15 名 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ２－3 主催大会事業 

１）事業名：2019FID ジャパン・チャンピオンシップバスケットボール大会（第 24 回） 

   ２）実施日：2019 年 8 月 3 日（土）～8 月 4 日（日） 

   ３）会 場：佐久市望月総合体育館・佐久平総技術高等学校体育館 

   ４）出場チーム：■男子 A ブロックー12 チーム 

            横浜メイジャーズ（神奈川）／HEROES 福岡（福岡）／NANIWARS（大阪） 

            新潟ライジングサンズ（新潟）／チーム神奈川（神奈川） 

            秋田県特体連（秋田）／福学クラブ（福岡）／豊田レインボークラブ（愛知） 

            埼玉 FUTUERS（埼玉）／飯田ファイヤーズ BBC（長野） 

            春日井クラブ（愛知）／つばさクラブ A（東京） 

            ■女子 A ブロックー12 チーム 

            横浜メイジャーズ（神奈川）／FID山梨（山梨）／春日井クラブ女子（愛知） 

埼玉 FUTUERS（埼玉））／FID 長野（長野）／秋田県特体連（秋田） 

つばさクラブ（東京）／FID 福島（福島）／彩の国♡レッドキング（埼玉） 

チーム神奈川（神奈川）／フクイサンダーズ（福井）／豊田クラブ（愛知） 

■男子 B ブロックー12 チーム 

彩の国レッドキング（埼玉）／Green Whales（愛知） 

ビッグスリー千葉（千葉）／まいどおおきに大阪（大阪）／TAMA OTP（東京） 

TAC 田布施アスレチッククラブ（山口）／BLUE HAWAKS（福井） 

FID 福島（福島）／DAAB（オーストラリア）／サンパークス（千葉） 

柿の木クロッカス（長野）／FID 山梨（山梨） 

   ５）大会結果：男子 A ブロック 優 勝 秋田県特体連（秋田） 

                      準優勝 東京つばさクラブ A（東京） 

                      第３位 横浜メイジャーズ（神奈川） 

女子 A ブロック 優 勝 東京つばさクラブ（東京） 

          準優勝 横浜メイジャーズ（神奈川） 

          第３位 豊田クラブ（愛知） 

男子 B ブロック 優 勝 TAMA OTP（東京） 

          準優勝 TAC 田布施アスレチッククラブ（山口） 

          第３位 サンパークス（千葉） 

 

 

 

 

 

  



２－4 会議 

 


